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な
メ
ニ
ュ
ー
が
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し
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高
等
学
校
の
「
国
内
修
学
旅
行
の
実
態
」
は
、
２
０
１
３
年

度
に
調
査
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
国
公
立
・
私
立
の
高
等
学

校
４
９
８
１
校
か
ら
２
８
６
３
校
を
抽
出
し
、
国
公
立
６
２
３

校
、
私
立
３
７
２
校
の
計
９
０
５
校
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
内
容
は
①
実
施
状
況
②
不
参
加
者
の
理
由
③
実
施
時
期
④
実

施
学
年
⑤
保
健
指
導
の
た
め
の
引
率
者
⑥
旅
行
日
数
⑦
旅
行
費

用
⑧
主
な
交
通
手
段
⑨
旅
行
内
容
⑩
班
別
自
主
行
動
⑪
体
験
学

習
⑫
防
災
（
避
難
）
訓
練
の
取
り
組
み

な
ど
詳
細
に
調
査

分
析
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
等
学
校
だ
け
で
な
く
中
学
校
に
つ
い
て
も
同
様
の

項
目
を
調
査
分
析
し
て
い
る
ほ
か
、
海
外
・
訪
日
教
育
旅
行
実

態
も
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

　
日
本
修
学
旅
行
協
会
（
河
上
一
雄
理
事
長
）
は
、
修

学
旅
行
を
中
心
に
し
た
「
教
育
旅
行
年
報
　
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
２
０
１
４
」
を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。
同
年
報
の

高
等
学
校
の
「
国
内
修
学
旅
行
の
実
態
」
か
ら
、
体
験

学
習
に
焦
点
を
当
て
て
抜
粋
す
る
（
要
約
）
。

　
◆
実
施
状
況

　
修
学
旅
行
で
体
験
学
習
を

実
施
し
た
学
校
は
、
全
体
で

は

・
２
％
で
あ
り
、
前
回

の

・
２
％
か
ら
や
や
減
少

し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

多
い
。
こ
の
こ
と
は
次
の
項

目
の
体
験
学
習
の
教
育
的
効

果
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
に

も
出
て
お
り
、
意
見
の
ほ
と

ん
ど
が
肯
定
的
な
内
容
で
あ

っ
た
。

　
近
年
、
受
け
入
れ
側
の
積

極
的
な
取
り
組
み
も
あ
り
体

験
学
習
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
に

な
り
、
北
海
道
や
沖
縄
で
の

「
普
段
は
体
験
で
き
な
い
大

自
然
の
中
で
の
体
験
を
通
し

て
、
多
く
の
感
動
や
視
野
を

広
げ
る
」
な
ど
の
教
育
的
効

果
を
挙
げ
て
い
る
。

　
体
験
学
習
内
容
で
は
ス
ポ

ー
ツ
体
験
が
最
も
多
く
、
中

で
も
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
人
気
が

高
い
。
次
い
で
伝
統
工
芸
・

物
作
り
（
シ
ー
サ
ー
作
り
な

ど
）
、
農
山
漁
村
体
験
（
特

に
農
村
体
験
）
、
料
理
・
食

材
加
工
体
験
（
菓
子
作
り
な

ど
）
と
続
く
。

　
後
述
の
体
験
学
習
の
課
題

・
問
題
点
に
多
く
出
て
く
る

が
、
体
験
学
習
の
費
用
が
高

く
経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ

と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
◆
教
育
的
効
果

　
体
験
学
習
の
実
施
と
そ
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
。
体
験
学
習
の
効
果
内
容

と
し
て
は
、
生
活
態
度
や
社

会
性
面
で
の
効
果
が
あ
っ
た

と
す
る
回
答
が

件
と
多
か

っ
た
。

　
◆
体
験
学
習
の
課
題
・
問

題
点

　
体
験
学
習
に
対
し
て
は
肯

定
的
な
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
天
候

上
の
問
題
や
体
験
学
習
に
参

加
す
る
生
徒
・
学
校
側
の
課

題
も
出
て
い
る
。

　
ま
た
、
体
験
学
習
の
費
用

が
高
く
人
気
の
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
ほ
と
ん
ど
が
１
人
５
千
円

以
上
か
か
る
こ
と
か
ら
、
課

題
と
し
て
「
経
費
の
制
約
」

が
出
て
お
り
、
「
金
銭
的
な

負
担
が
大
き
く
、
参
加
で
き

な
い
生
徒
が
い
る
」
な
ど
の

意
見
も
出
て
い
る
。

　
◆
体
験
学
習
の
ま
と
め

　
学
習
指
導
要
領
で
は
、
修

学
旅
行
を
特
別
活
動
の
う
ち

の
学
校
行
事
「
旅
行
・
集
団

宿
泊
的
行
事
」に
位
置
付
け
、

そ
の
ね
ら
い
を
「
自
律
的
な

集
団
行
動
を
通
し
て
、
健
康

や
安
全
、
集
団
生
活
の
き
ま

り
や
社
会
生
活
上
の
ル
ー
ル

・
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い

て
、
望
ま
し
い
体
験
を
得
る

こ
と
に
よ
り
、
人
間
と
し
て

の
在
り
方
、
生
き
方
に
つ
い

て
の
自
覚
を
深
め
る
」
と
し

て
い
る
。
修
学
旅
行
に
お
け

る
体
験
学
習
は
、
こ
の
ね
ら

い
を
実
現
し
、
豊
か
な
人
間

性
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え

る
力
な
ど
の
、
ま
さ
に
生
き

る
力
の
基
盤
、
成
長
の
糧
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

に
あ
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
的
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
今
後
、
実
施
上
の
課

題
、
問
題
点
を
ど
う
解
決
し

て
い
く
か
、
各
学
校
の
一
層

の
創
意
工
夫
が
期
待
さ
れ

る
。

◇
　
　
　
◇

　
体
験
学
習
は
、
修
学
旅
行

や
教
育
旅
行
に
お
け
る
「
活

動
」
の
一
形
態
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
同
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
か

ら
、
体
験
学
習
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
活
動
の
実
際
、
そ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
旅
行

先
、
形
態
を
代
表
す
る
班
別

自
主
行
動
に
触
れ
て
お
く
。

　
◆
重
点
活
動

　
重
点
を
置
い
た
活
動
の
件

数
・
構
成
比
で
は
、
前
回
と

比
較
し
て
上
位
５
位
内
（
①

歴
史
学
習
②
平
和
学
習
③
ス

ポ
ー
ツ
体
験
④
自
然
・
環
境

学
習
⑤
芸
術
鑑
賞
・
体
験
）

の
順
位
は
同
じ
だ
が
、
６
位

に
「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
ダ

イ
ビ
ン
グ
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
な
ど
を
含
む
）
」
が
今

回
新
た
に
入
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
前
々
回
（

年
度

実
施
）
に
ベ
ス
ト

入
り
を

し
た
「
伝
統
文
化
・
伝
統
芸

能
や
祭
り
体
験
（
香
道
・
舞

妓
・
着
付
け
・
三
味
線
・
ペ

ー
ロ
ン
・
エ
イ
サ
ー
な
ど
含

む
）
」
は
８
位
と
、
上
位
に

定
着
し
て
い
る
。

　
一
方
、
か
つ
て
は
主
要
な

旅
行
内
容
で
あ
っ
た
「
博
物

館
の
見
学
」
や
「
美
術
館
な

ど
の
見
学
」
は
過
去
（

年

実
施
分
）
で
は
２
位
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
４
年
間
で
大
き

く
順
位
が
下
が
り
、
ス
ポ
ー

ツ
体
験
（
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
）
や
「
職
場
訪
問
・
職

場
体
験
」
な
ど
が
徐
々
に
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
関

心
が
増
し
て
き
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　
ま
た
、
高
等
学
校
の
国
内

修
学
旅
行
で
は
沖
縄
、
北
海

道
が
多
い
の
で
自
然
体
験
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
、
食
品
作
り
体
験
な

ど
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
体
験
学
習
が
多
く
組
み
込

ま
れ
て
き
て
い
る
。
公
立
校

で
は
学
校
見
学
（
大
学
、
専

門
学
校
な
ど
）
を
す
る
学
校

も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
重
点
を
置
い
た

活
動
を
大
き
く「
歴
史
学
習
」

関
連
や
「
平
和
学
習
」
関
連

な
ど
に
分
類
し
た
分
類
別
件

数
比
率
を
見
る
と
、
「
歴
史

学
習
（
史
跡
・
町
並
・
寺
社

・
産
業
遺
産
・
博
物
館
の
見

学
な
ど
）
」
が
７
３
８
件

（

・
７
％
）
、
「
平
和
学

習
」
が
４
０
７
件
（

・
６

％
）
、
「
ス
ポ
ー
ツ
体
験

（
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
・
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
・
カ
ヌ
ー
な

ど
）
」
が
３
４
３
件
（

・

６
％
）
で
、
こ
の
３
分
類
内

容
で
全
体
の

％
近
く
を
占

め
る
。

　
◆
旅
行
先
に
つ
い
て

　
上
位
５
位
ま
で
の
旅
行
先

は
、
ト
ッ
プ
は
前
回
に
引
き

続
き
沖
縄
県
で
、
東
京
都
が

３
位
か
ら
２
位
に
な
り
、
３

位
が
京
都
府
、
そ
し
て
大
阪

府
、
千
葉
県
の
順
で
あ
る
。

大
阪
府
、
千
葉
県
は
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
人
気
が
大
き
な
要

因
で
あ
ろ
う
か
。
前
々
回
２

位
の
北
海
道
は
前
回
５
位
、

今
回
は
６
位
と
な
っ
て
い

る
。
７
位
以
下
は
前
回
と
大

き
な
順
位
の
変
動
は
な
い
。

　
◆
班
別
自
主
行
動

　
今
回
の
調
査
で
は
班
別
自

主
行
動
の
実
施
率
が

・
６

％
と
前
回
（

・
６
％
）
か

ら
さ
ら
に
上
が
り
、
班
別
自

主
行
動
が
修
学
旅
行
で
の
最

も
一
般
的
な
学
習
方
法
と
し

て
定
着
し
た
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
班
別
自
主
行
動
の

人
気
場
所
は
京
都
市
内
、
東

京
都
内
、
那
覇
市
の
国
際
通

り
、
長
崎
市
内
、
沖
縄
本
島

内
が
ベ
ス
ト
５
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
班
別
自
主
行
動

の
平
均
時
間
は
５
・
５
時
間

で
あ
る
が
、
実
施
す
る
場
所

に
よ
っ
て
は
国
際
通
り
や
札

幌
市
内
の
３
時
間
前
後
か

ら
、
京
都
市
内
・
東
京
都
内

・
大
阪
市
内
な
ど
で
は
７
時

間
前
後
の
班
別
自
主
行
動
を

行
っ
て
い
る
。


